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い
る
︒
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タ
ル
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完
成
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本
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し
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︑
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ま
で
に
な
か
っ
た
ロ
ベ
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ピ
エ
ー
ル
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︑
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究
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議
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文
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︶
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︵
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︵
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︵
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京
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六
│
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東
ユ
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研
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ン
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報
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大
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開
発
研
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ン
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︶
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史
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︵
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史
学
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︶
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二
一
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本
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文
化
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︵
成
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学
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︶
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編
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後

記

一
〇
〇
巻
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
︒
今
号
は
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史
料
を
博
捜
し
新
た
な
視
角
か
ら
平
安
貴
族
社
会

を
論
じ
る
金
論
説
︑
日
朝
間
で
巧
み
に
動
こ
う
と

す
る
対
馬
藩
を
朝
鮮
側
史
料
も
用
い
て
活
写
す
る

李
論
説
︑
数
少
な
い
北
欧
地
域
の
論
集
に
果
敢
に

取
り
組
ん
だ
元
根
書
評
︑
人
物
に
焦
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を
当
て
た

研
究
書
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取
り
上
げ
た
山
中
紹
介
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四
本
︒

本
数
は
多
く
な
く
︑
内
容
も
日
本
史
と
西
洋
史
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っ
て
い
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よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
︑
論
説
の

二
本
は
期
せ
ず
し
て
留
学
生
に
よ
る
も
の
と
な
り
︑

世
界
か
ら
見
た
日
本
︑
日
本
か
ら
見
た
世
界
︑
と

い
う
意
味
で
は
︑
視
野
の
広
い
も
の
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
ご
味
読
く
だ
さ
い
︒

さ
て
︑
ま
っ
た
く
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私
事
で
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縮
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が
︑
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号
の
編
集
も
い
よ
い
よ
佳
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に
入
ろ
う
か
と
い
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頃
︑
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父
の
訃
報
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接
し
ま
し
た
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私
の
人
格
形

成
に
最
も
影
響
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え
た
人
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で
あ
り
︑
深
く
悲

し
い
出
来
事
だ
っ
た
の
で
す
が
︑
一
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で
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こ
か

客
観
的
な
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分
に
驚
き
ま
し
た
︒
と
い
う
の
も
︑
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儀
︵
神
式
︶
に
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い
て
﹁
神
主
︿
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冠
︒
墨
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纓
﹀
着
座
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︑
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懐
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︑
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⁝
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し
︑
挙
げ
句
は
﹁
読
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︑
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︒
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︒
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︑
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︑
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追
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︑
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︑
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︒
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ん
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︑
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っ
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っ
た
瞬
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︒
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資
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沢
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投
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︿
重
要
な
お
知
ら
せ
﹀

﹃
史
林
﹄
の
電
子
雑
誌
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

二
〇
一
六
年
十
一
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
︑﹃
史
林
﹄
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
電
子
雑
誌
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
し
︑
ウ

ェ
ブ
上
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
︒
掲
載
先
と
し
て
は
︑
京
都
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｉ

が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
︒

こ
の
提
案
を
受
け
て
︑
常
務
理
事
会
が
原
案
を
作
成
し
︑
同
案
を
二
〇
一
七
年
六
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
・
評
議
員
会
に
て
審
議
い
た
し
ま

し
た
︒
審
議
の
結
果
︑
理
事
会
・
評
議
員
会
は
︑
常
務
理
事
会
の
原
案
を
一
部
修
正
の
上
︑
左
記
の
方
針
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
︒

・
電
子
雑
誌
リ
ポ
ジ
ト
リ
︵
以
下
︑
リ
ポ
ジ
ト
リ
︶
に
﹃
史
林
﹄
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
す
る
︒
ど
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
す
る
か
つ
い
て
は
︑
常

務
理
事
会
が
改
め
て
検
討
し
︑
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
・
総
会
に
報
告
す
る
︒

・
発
行
後
四
年
間
は
︑
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
掲
載
し
な
い
︒

・
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
史
林
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
︵
論
考
︑
研
究
ノ
ー
ト
︑
書
評
︑
紹
介
︑
そ
の
他
︶
の
著
者
が
︑
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
掲
載

を
拒
否
す
る
意
思
を
示
し
た
場
合
︑
著
者
の
意
思
を
尊
重
し
︑
当
該
記
事
の
掲
載
は
見
合
わ
せ
る
︒
掲
載
拒
否
に
つ
い
て
は
︑
原
則
と
し
て
︑
一
定

期
日
︵
二
〇
一
八
年
末
頃
を
予
定
︶
ま
で
に
史
学
研
究
会
事
務
局
に
書
面
で
通
知
す
る
も
の
と
す
る
︒

・
リ
ポ
ジ
ト
リ
掲
載
へ
の
可
否
は
︑
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
日
開
催
の
理
事
・
評
議
員
会
︑
総
会
に
て
決
定
す
る
︒

・
右
記
総
会
で
承
認
さ
れ
た
場
合
︑
一
年
間
︵
六
号
分
︶︑﹃
史
林
﹄
誌
上
に
リ
ポ
ジ
ト
リ
掲
載
を
告
知
す
る
と
と
も
に
︑
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
掲
載
拒
否

の
意
向
を
史
学
研
究
会
事
務
局
に
通
知
す
る
た
め
の
様
式
を
掲
載
す
る
︒

右
記
の
と
お
り
︑
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
日
に
開
催
す
る
理
事
会
・
評
議
員
会
お
よ
び
総
会
に
て
︑
リ
ポ
ジ
ト
リ
問
題
に
つ
い
て
の
最
終
決
定
を
行
う

こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
︒﹃
史
林
﹄
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
す
の
で
︑
理
事
・
評
議
員
・
一
般
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
十
一

月
二
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
・
総
会
に
奮
っ
て
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
︑
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒
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